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MIRAINI グループ企業理念体系の制定および 

サステナビリティ基本方針等の制定に関するお知らせ 

 
 

MIRAINI ホールディングス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：木村守孝、以下「当社」）は、

このたび、MIRAINI グループの企業理念体系を制定いたしました。あわせて、サステナビリティ経営の推進に向け

たサステナビリティ基本方針ならびに重要課題（マテリアリティ）を定めましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

当社は、佐鳥電機株式会社と萩原電気ホールディングス株式会社の経営統合により 2026 年 4 月 1 日に発足いたし

ました。統合後の新たな経営基盤のもと、グループとしての方向性と価値観を明確化するため、このたび、理念体

系を整理・制定したものです。 

 

１． グループ理念体系の制定 

当社グループは、「経営理念」「GROUP VISION」「VALUES」からなる理念体系を新たに制定いたしました。 

経営理念には「創造と挑戦で、より良い社会と幸福の実現に貢献します。」を掲げ、当社グループの存在意義を明

確にしております。また、「新たな価値づくりに挑戦するグローバルソリューションパートナー」を目指す姿とし、

顧客や社会とともに価値を創出する企業であることを示しています。 

さらに、VALUES によって行動指針を共有し、グループ全体で意思決定や行動の基準を統一することで、一体的な

企業運営を推進してまいります。 
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２． サステナビリティ基本方針の制定および重要課題（マテリアリティ）の特定 

（１）サステナビリティ基本方針 

グループビジョンのもと、事業活動を通じた社会課題の解決に取り組むことを経営の基本方針とし、両社の強み

や知見を融合することで、サステナビリティへの取り組みを高度化するとともに、「社会のサステナビリティ」と「企

業のサステナビリティ」の両立を目指します。 

これにより、変化する社会環境への対応力を高めながら、中長期的な企業価値の向上を実現してまいります。 

 

 

 

（２）サステナビリティ基本方針を踏まえたマテリアリティ 

サステナビリティ基本方針に基づき、優先的に取り組むべき４つのマテリアリティと重要テーマを特定いたし

ました。ステークホルダーの要請や期待に真摯に応えながら、重要テーマを軸とした具体的な施策を展開し、経

営戦略と一体となった実効性の高いサステナビリティ活動の推進に取り組んでまいります。 

 

 

▶ MIRAINI グループサステナビリティサイト https://miraini-gr.com/sustainability/ 

以 上 

 

本件に関するお問い合わせは、経営企画本部（050-3190-3111）までお願いいたします。 

https://miraini-gr.com/sustainability/

